
 

 

 

 

 

 

～ 目標を達成するために PartⅡ ～ 
「夢や目標を叶えるプロセス」を最も高い精度で体現している人物と言われれば、誰を思い浮かべるでしょ

うか。メジャーリーガーの大谷翔平選手は、その筆頭に挙げられるのではないでしょうか。もちろん、大谷選

手だけが特別で、生まれた時から今の活躍が約束されていた、というわけではありません。では、大谷選手は

夢や目標を達成するために、何をしたのでしょうか。実は、誰もしていない特別なことではなく、前号で紹介

したような夢や目標を達成するためのポイントを常に実践、継続されていたようです。 

大谷選手を語る時に有名なのは、マンダラチャートと 

呼ばれる目標達成シートです。大谷選手は高校時代に 

「８１マス」のシートの中心に「８球団からのドラフト 

１位指名」という大きな夢を置き、それを叶えるための 

要素を広げていきました。大谷選手がすごいのは、目標 

を達成する項目の中に、「体づくり」「コントロール」 

「スピード」といった体力や技術に関することだけでは 

なく、「メンタル」「人間性」といった精神面、そして 

「運」までも項目に挙げていることです。そして人間性 

を磨き、運をつかむために礼儀や思いやりのある行動、 

あいさつやゴミ拾い、部屋そうじ等を項目に挙げ実践し 

たそうです。一見、野球とは関係ないところにも、自分 

の夢や目標を達成するための必要事項があると考えたこ 

とが、大谷選手のすごさかなと思います。 

 そして、マンダラチャートの項目を実践していく中で、 

これは無理だと限界をつくらなかったことも大谷選手から学ぶべきことです。大谷選手はよく「先入観は可能

を不可能にする」と口にします。「二刀流なんて無理だ」という周囲の声に耳を貸さず、自分の可能性を誰よ

りも信じて、努力を続けました。 

西神吉っ子のみなさん、一度自分に問いかけてみましょう。「自分には無理だ」という先入観で、自分の可

能性にふたをしていませんか。努力することを諦めていませんか。 
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先週、各クラスで書初め会を行いました。どの子も「今年１年がんばろう」
という気持ちを込めて、真剣に取り組んでいました。 
代表作品は、１月１６日～１８日の加古川市小中学生書写展にて展示されま
す。校内書初め展は１月２０日～２１日に行います。ぜひ、ご覧ください。 

ピッカリ！  
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